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仲
裁
々
判
制
度
の
襲
達
（
二
・
完
）

ル剛

原

光

雄

て
は
し
が
き

二
、
古
代
ギ
リ
シ
ヤ
砂
仲
裁
々
判

三
、
”
葦
マ
時
代
と
仲
裁
々
剣
讐

四
、
中
世
の
伸
裁
々
朔
（
以
上
前
々
號
）

五
、
近
涯
の
仲
裁
々
朔
（
以
下
本
號
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
キ

六
、
稗
裁
孝
列
に
闘
す
る
慣
習
法

五
、
近
世
の
仲
裁
々
剣

　
近
世
に
入
つ
て
、
十
六
世
紀
か
ら
十
八
椎
紀
の
絡
か
頃
ま
で
の
閥
に
は
仲
裁
々
判
は
稀
に
し
か
行
わ
れ
な
か
つ
た
。
こ
れ
に
は
主
と
し

て
二
個
の
理
由
を
學
げ
る
こ
ど
が
で
き
る
。

第
一
に
、
ヒ
の
時
代
に
お
い
て
は
、
主
な
る
瞬
蒙
は
紹
封
君
主
國
で
あ
つ
た
爲
に
、
人
間
の
裁
判
に
國
家
な
夢
君
主
な
の
が
服
從
す
る

と
い
う
競
念
は
否
詔
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
第
二
縛
、
こ
の
時
代
に
行
わ
れ
た
観
念
に
よ
る
と
、
裁
剣
は
玉
の
も
つ
擢
利
で
み
り
、
主
棲

の
主
な
る
騒
性
を
域
す
も
の
で
あ
つ
て
、
優
越
せ
る
楼
力
の
最
も
實
際
的
な
畿
現
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、
國
家
間
の
事
件
に
仲
裁
者
煎
介

　
　
　
　
備
義
身
－
慶
②
鏡
逡
（
二
尭
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
宅
　
（
憎
え
昌



　
　
　
　
拶
藏
々
郷
登
㎜
壷
”
の
糞
．
遮
（
二
・
完
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
凡
　
　
　
（
二
八
四
）

入
す
る
ご
と
は
異
鴬
な
事
柄
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
，
不
快
な
る
こ
と
瓦
考
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
（
註
一
七
）
こ
の
よ
う
な
理
由
に
よ
つ
て
、

伸
裁
々
判
の
嚢
蓬
は
近
糎
初
期
に
訟
い
て
は
阻
ま
れ
た
の
で
あ
る
が
、
十
八
世
紹
の
末
葉
に
至
つ
て
國
際
仲
裁
女
判
に
新
驚
な
る
時
代
が

訪
れ
た
。
そ
れ
に
は
二
個
の
重
要
た
理
由
が
あ
為
。
そ
の
一
は
フ
ラ
ン
ス
革
命
で
あ
り
、
そ
の
二
は
ア
メ
リ
カ
合
衆
國
わ
凋
立
で
あ
る
。

　
先
ず
フ
ラ
ン
ス
革
命
は
、
專
制
主
義
及
び
國
王
の
紳
椹
に
封
す
る
顯
著
な
反
動
で
あ
る
。
こ
の
革
禽
は
人
間
と
國
民
の
近
代
的
自
出
に

墓
礎
を
奥
え
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
準
等
と
博
愛
の
観
念
を
普
及
し
た
。
そ
の
結
果
、
裁
刹
は
最
高
椹
の
保
持
者
で
あ
局
王
の
穣
利

の
た
め
に
存
す
る
と
の
考
え
は
微
棄
せ
ら
れ
た
。
そ
し
て
王
の
主
穫
は
人
間
の
理
性
と
混
合
せ
ら
れ
た
。
理
性
は
自
由
の
最
絡
の
承
認
と

し
て
現
れ
る
こ
と
に
な
つ
た
。
何
と
な
れ
ば
、
、
理
性
は
合
法
性
の
基
礎
と
な
つ
て
、
合
法
性
の
勝
利
を
保
障
し
た
か
ら
で
あ
る
。
法
の
透

季
る
玄
ろ
で
綺
塵
ξ
蕎
が
孟
堤
つ
た
．
國
際
關
係
も
塗
養
養
か
餐
奮
馨
の
で
鷺
整
、
薪
薗
際

關
係
に
及
ぶ
こ
と
は
極
め
て
論
理
的
で
あ
り
、
か
つ
自
然
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
に
至
つ
た
。

　
弐
に
、
．
イ
ギ
リ
ス
か
ら
猫
立
し
た
ア
メ
多
力
の
十
三
州
は
、
聯
邦
を
形
成
し
、
彼
等
は
そ
の
聯
邦
條
款
（
簿
菖
包
＄
う
幡
O
o
β
励
9
魯
髄
猷
o
湊
）

に
聴
い
て
、
仲
裁
々
判
の
原
則
を
規
定
し
て
、
聯
邦
の
構
成
員
は
彼
等
の
問
の
紛
畢
を
利
害
關
係
州
或
い
は
國
會
（
O
舅
讐
㊦
。
。
¢
）
に
よ
つ

蒼
禽
墾
董
馨
裁
鍵
譲
る
廷
鶏
し
た
。
ア
メ
リ
誇
舞
的
箋
蒐
あ
制
肇
、
封
外
事
件
擾
巽
ら
砦

に
至
つ
た
。
そ
の
営
時
英
米
間
の
懸
案
と
な
つ
て
い
た
事
件
、
印
ち
、
①
英
國
人
の
も
つ
債
権
の
麦
梯
い
、
③
カ
ナ
ダ
の
國
境
劃
定
、
③

ア
メ
リ
カ
人
に
封
し
イ
ギ
リ
ス
船
舶
の
爲
し
た
不
法
な
捕
獲
、
㈱
最
近
の
英
佛
戦
孚
に
語
い
て
中
立
た
る
ア
メ
リ
ヵ
め
賓
任
問
題
等
が
こ

れ
で
あ
つ
た
。
こ
れ
等
の
事
件
を
仲
裁
爾
刺
に
よ
つ
て
決
定
す
る
と
の
合
意
が
米
英
問
に
域
立
し
た
。
一
七
九
四
年
十
一
月
十
九
日
に
こ

の
條
約
が
調
印
せ
ら
れ
た
ー
こ
れ
が
近
批
仲
裁
規
約
の
臆
矢
と
し
て
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
の
ゼ
イ
條
約
（
富
矯
浮
舞
ぞ
y
で
、
ア
メ
リ
カ
の
全
．

檀
委
員
ゼ
イ
の
名
を
冠
し
た
も
の
で
あ
る
、



　
と
の
仲
裁
女
剰
に
お
い
て
採
ら
れ
た
手
綬
が
そ
の
後
の
仲
裁
々
判
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
に
な
つ
た
。
柳
ち
，
そ
の
手
績
と
は
，

嘗
事
國
が
同
数
の
委
員
を
任
命
し
て
、
そ
れ
に
決
定
投
票
を
す
る
委
員
を
加
え
て
混
合
委
員
會
を
造
レ
、
意
見
の
一
致
し
な
い
と
き
は
、

決
定
権
を
噺
つ
委
員
に
よ
つ
て
決
せ
ら
れ
惹
こ
と
に
な
る
。
ゼ
イ
條
約
で
は
三
個
の
混
合
委
員
會
を
邉
り
、
こ
れ
が
一
七
九
八
ー
一
八
〇

四
年
ま
で
⑳
、
米
英
澗
の
紛
箏
事
件
の
総
て
を
規
律
し
た
俄
紛
畢
解
決
乎
段
と
し
て
の
仲
裁
女
刺
の
こ
の
成
功
は
、
．
勿
論
こ
の
制
使
の
普

及
に
貢
献
レ
た
。
ポ
穿
テ
ィ
ス
ゐ
計
算
に
よ
れ
ば
、
ゼ
イ
條
約
（
一
七
九
八
年
）
か
ら
有
名
な
ア
ラ
バ
マ
號
事
件
（
一
八
七
二
年
）
ま
で
の
七

四
年
問
に
七
〇
回
の
仰
裁
六
判
が
行
わ
れ
、
一
バ
七
三
年
か
ら
一
八
九
九
年
の
第
一
鳳
雫
和
會
議
で
常
設
國
際
仲
裁
々
判
所
が
設
立
せ
ら

れ
る
ま
で
の
二
七
年
間
に
八
六
同
、
一
九
〇
〇
年
か
ら
策
一
次
大
職
の
勃
襲
ま
で
一
五
年
聞
に
五
一
回
、
計
二
〇
七
件
が
仲
裁
に
附
ゼ
ら

　
　
　
　
　
　
ゾ

れ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
o
、
な
お
、
仲
裁
事
件
を
主
要
國
別
に
観
る
と
、
イ
ギ
リ
ス
ー
七
一
件
，
ア
メ
リ
カ
ー
六
九
件
、
フ
ラ
ン
ス
ー
三
三
件
，
．

イ
タ
リ
ァ
ー
一
九
件
、
ド
イ
ッ
；
一
五
件
．
ロ
シ
ア
ー
三
件
、
日
本
及
ぴ
オ
ー
ス
ト
リ
ア
ー
二
件
と
い
う
こ
と
に
な
つ
て
い
る
。
（
謡
叫
八
）

　
　
（
註
嫡
七
）
　
　
ボ
サ
テ
ィ
ス
、
一
前
楓
呵
、
　
調
一
四
」
↓
二
五
頁
、

　
　
（
謎
一
八
）
　
ボ
リ
テ
ィ
ス
、
龍
褐
、
同
勝
、

　
右
に
學
げ
た
よ
う
に
，
第
吋
次
大
載
の
勃
嚢
ま
で
に
行
紅
れ
た
多
く
の
仲
裁
事
件
の
中
で
、
そ
の
事
件
の
重
要
盤
か
ら
観
て
，
三
個
の
も

の
が
最
も
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
第
一
に
、
「
ア
ラ
パ
マ
號
事
件
」
，
第
二
に
「
ぺ
ー
リ
ン
グ
海
の
海
豹
漁
猟
権
に
關
す
る
事
件
し
、
第
三
に
、

「
チ
リ
ー
及
び
ア
ル
ゼ
γ
チ
ン
の
國
境
ア
ン
デ
ス
地
ガ
の
境
界
劃
定
事
件
」
で
あ
る
。
こ
れ
等
の
三
事
件
は
當
事
國
の
利
竃
關
僑
か
ら
観
て

相
當
に
重
要
性
を
も
つ
も
の
で
あ
る
こ
と
は
」
般
に
認
め
ら
れ
て
い
る
と
と
ろ
で
あ
る
が
、
い
す
れ
も
仲
裁
λ
判
に
よ
る
解
決
に
成
功
し

た
。
．
第
一
の
ア
ラ
バ
マ
號
事
件
に
つ
い
て
は
、
英
米
問
に
相
嘗
長
期
に
亙
る
折
衝
の
結
渠
、
一
八
七
一
年
五
月
八
日
の
ワ
シ
ン
ト
ン
條
約

に
よ
り
、
五
人
の
伸
裁
λ
創
官
に
よ
つ
て
椿
成
せ
ら
れ
る
混
合
委
員
會
の
解
決
に
委
ね
る
こ
と
に
な
つ
た
。
邸
ち
、
そ
の
五
名
の
中
各
一

　
　
　
　
韓
“
義
々
郷
制
魔
の
装
蓬
（
二
9
完
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
九
　
　
　
（
二
八
五
）



　
　
　
　
聾
義
々
剣
鰐
膨
⑳
糞
捲
（
二
・
完
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
〇
　
　
（
二
八
六
）

名
は
嘗
事
國
た
る
米
英
よ
り
～
他
の
三
名
は
メ
ラ
ジ
ル
、
・
イ
タ
リ
ー
及
ぴ
ス
ヰ
ス
政
府
よ
り
指
命
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
つ
た
。
と
の
像
約

は
「
ワ
訊
ン
ト
ン
規
則
」
と
構
ば
れ
る
と
こ
ろ
の
三
個
の
重
要
な
規
則
を
規
定
し
た
。

　
ω
政
府
は
友
好
國
に
封
レ
駿
畢
に
入
り
或
い
ば
敵
封
行
動
に
欝
で
ん
と
す
る
疑
い
あ
る
総
て
の
般
舶
の
進
水
、
武
装
、
麟
装
を
防
止
す

　
　
る
た
め
適
當
な
注
意
を
な
ゴ
ペ
き
こ
と
、

　
③
中
立
國
政
府
ぱ
交
載
者
を
し
て
自
國
港
或
い
は
自
國
領
水
を
作
職
動
作
の
根
擦
地
と
し
て
使
用
せ
し
め
、
軍
需
晶
、
武
器
或
い
は
人

　
　
員
等
、
載
力
の
更
』
新
又
は
増
大
せ
し
め
る
こ
と
を
許
さ
ざ
る
義
務
を
有
す
る
こ
と
、

　
③
中
立
國
政
府
は
そ
砂
管
轄
櫃
の
行
使
に
お
W
て
、
か
つ
総
て
の
人
に
封
し
、
義
務
に
封
す
る
総
て
の
侵
犯
を
防
止
す
る
た
め
適
當
な

　
　
る
注
意
を
行
使
す
る
義
務
の
あ
る
こ
と
、

　
右
の
三
個
の
規
則
は
ゾ
シ
ン
ト
ン
條
約
に
お
い
て
最
初
に
創
設
せ
ら
れ
た
法
規
で
ぱ
な
い
が
、
中
立
財
の
義
務
に
關
す
る
償
脅
的
な
規

期
が
明
確
に
確
認
せ
ら
れ
た
鮎
に
お
い
て
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。

　
條
約
の
規
定
に
塞
き
、
ア
ラ
バ
，
マ
．
號
事
件
の
法
廷
は
英
國
の
》
董
9
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
篭
・
コ
ッ
ク
バ
聖
ン
（
O駐
導
ヒ
婁
0
8
胃
冨
醤
）
、

米
國
の
フ
ラ
ン
シ
ス
・
ア
ダ
ム
ス
（
浮
胆
琴
雷
盆
箇
蓉
呂
、
ナ
ラ
ジ
ル
の
イ
タ
ヂ
ュ
バ
伯
（
一
£
昌
勝
）
、
・
イ
タ
リ
蓄
王
の
選
任
し
た
ス
ク
ロ
ピ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

ス
伯
（
誓
8
営
呂
、
ス
ヰ
ス
の
シ
忍
テ
ム
ブ
リ
（
o
慶
ぎ
o
塁
毬
一
）
に
よ
つ
て
購
成
せ
ら
れ
た
。
こ
こ
で
は
何
人
が
仲
裁
者
と
し
て
選
れ
た
か
と

い
う
霜
よ
グ
も
、
法
廷
の
構
成
が
委
員
會
め
方
法
に
よ
つ
た
鮎
炉
、
裁
制
所
嘗
盟
の
構
成
上
濫
意
を
要
づ
る
鐵
な
の
で
あ
る
。
ま
た
第
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ザ

輿
の
裁
朝
官
が
多
数
を
占
め
て
、
純
然
癒
る
裁
閣
上
の
手
績
に
よ
サ
眞
の
法
廷
を
構
成
し
た
最
初
の
事
件
で
あ
る
こ
と
も
濫
目
に
便
す
る
。

　
第
二
の
ぺ
馨
リ
ン
グ
海
の
漁
獲
構
に
關
す
る
英
米
問
の
仲
裁
事
件
は
、
そ
の
仲
裁
女
判
駈
の
樽
域
は
一
八
九
二
年
二
月
二
九
β
に
調
印
・

せ
ら
れ
た
仲
裁
規
約
に
よ
り
七
名
の
仲
裁
々
刺
官
に
よ
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
中
で
週
名
は
當
事
國
が
二
名
づ
ウ
選
任
し
、
他
の
三
名
は



フ
ラ
γ
ス
，
イ
タ
リ
」
及
ぴ
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
・
ノ
ー
ル
ウ
ェ
ー
が
一
名
づ
つ
合
計
三
名
選
任
す
る
こ
と
が
規
定
せ
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
ひ

そ
の
判
決
は
二
封
五
の
多
数
決
を
も
つ
て
與
え
ら
れ
、
當
事
國
ア
メ
リ
カ
の
選
任
し
た
二
名
の
判
事
の
反
封
に
も
拘
ら
事
判
決
は
確
定
し

た
の
で
あ
る
。

　
第
三
の
チ
リ
ー
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
國
境
確
定
事
件
で
は
、
一
八
九
欲
年
四
月
一
八
日
の
合
意
に
よ
う
、
當
事
國
は
英
國
の
女
王
ヴ
マ

ク
ト
リ
ア
の
仲
裁
に
事
件
の
解
決
を
委
ね
た
。
そ
こ
で
女
王
は
こ
の
事
件
を
槍
討
し
、
判
決
案
を
作
成
す
る
た
め
に
四
名
の
官
寅
を
も
つ

で
委
員
會
を
構
成
せ
し
め
た
の
で
あ
ゐ
が
、
事
件
の
解
決
を
見
ぎ
る
に
先
立
ち
一
九
〇
一
年
に
女
王
は
…
厨
御
し
た
の
で
、
そ
δ
後
穏
者
柔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

ド
ワ
ー
ド
七
世
が
そ
の
解
決
の
任
に
當
つ
た
。
エ
ド
ワ
ー
ド
七
世
は
一
九
〇
二
年
一
一
月
一
九
日
の
委
員
會
報
告
に
基
き
、
同
月
二
〇
日

に
決
定
し
、
尚
月
二
十
五
日
に
こ
れ
が
當
事
國
に
移
牒
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
に
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
仲
栽
者
は
英
國
の
元

首
で
あ
つ
て
、
彼
の
任
命
し
た
委
員
會
は
彼
の
仲
裁
者
と
し
て
の
仕
事
を
助
け
る
た
め
に
任
命
し
た
も
の
で
あ
つ
て
、
前
掲
ア
ラ
バ
マ
號

事
件
、
べ
ー
り
7
グ
海
の
漁
猟
権
に
關
す
る
場
合
の
委
員
會
と
は
性
格
を
異
に
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
い
ラ
ま
で
も
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ

　
十
九
世
紀
の
後
牛
に
入
つ
て
か
ら
多
く
の
事
件
が
仲
裁
女
判
で
解
決
せ
ら
れ
た
こ
と
は
既
に
蓮
べ
た
通
夢
で
あ
る
。
こ
の
傾
向
に
刺
戟

せ
ら
れ
て
、
萬
國
國
際
法
學
會
（
測
．
一
謡
戯
ゴ
一
鼠
血
冨
算
置
8
讐
豊
8
”
瞬
）
が
一
《
七
五
年
に
二
七
力
條
よ
り
成
る
「
國
際
仲
裁
六
判
所
案

寄o

審酔

8
瑠
聲
鰍
Φ
曇
①
暮
窟
葭
冨
唱
塾
畦
o
鴛
び
詳
冨
『
貫
獄
導
暮
ざ
鍔
5
」
を
探
決
し
た
こ
と
は
注
樹
す
べ
き
で
あ
る
。

六
、
仲
裁
痴
に
關
す
’
る
慣
習
法

　
十
八
世
紀
及
ぴ
十
九
世
紀
を
通
じ
て
行
わ
れ
た
多
く
の
仲
裁
女
制
の
事
例
は
、
そ
こ
に
自
ら
仲
裁
λ
判
に
關
す
る
慣
脅
法
を
成
立
せ
し

め
る
に
至
つ
た
。
紛
争
事
件
を
仲
裁
に
附
す
か
否
か
に
全
く
當
事
國
の
自
由
で
あ
る
硫
事
件
を
全
面
的
に
仲
裁
に
附
す
か
、
或
い
は
紛
璽

　
　
　
　
鈴
”
義
々
剣
翻
慶
の
登
蓬
（
二
・
め
冗
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
一
　
　
　
（
二
凡
七
）



　
　
　
　
葡
叫
裁
々
鍔
瀦
度
σ
雛
一
逡
（
二
．
完
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
二
　
　
　
（
二
八
八
）

事
件
中
の
或
顯
の
み
の
解
決
を
仲
裁
に
附
す
か
、
何
人
を
伸
裁
者
と
す
る
か
、
如
何
な
る
手
績
に
よ
つ
て
仲
裁
す
る
か
、
仲
裁
の
規
準
と

し
て
適
用
す
る
も
の
ゆ
何
で
あ
る
か
、
仲
裁
々
定
は
如
何
な
る
数
果
を
も
つ
か
等
、
凡
そ
仲
裁
に
關
す
る
総
て
の
條
件
乃
至
手
練
は
當
事
國

の
合
意
に
よ
り
仲
裁
規
約
の
中
に
規
定
せ
ら
れ
る
の
が
通
常
で
あ
り
、
そ
の
規
約
の
規
定
に
よ
つ
て
取
り
扱
わ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の

た
め
に
は
仲
裁
規
約
自
身
が
條
約
と
し
て
完
備
す
る
こ
と
、
印
ち
條
約
と
し
て
必
要
な
る
條
件
を
具
備
し
て
、
條
約
庇
し
て
の
敷
力
を
有

せ
渥
馨
碧
と
唐
明
の
馨
勇
．
も
し
仲
裁
規
約
中
に
袈
覇
の
嘉
に
必
要
馨
藝
輻
5
窺
定
姦
く
場
合
、

或
い
ば
規
定
む
有
す
る
噛
當
事
國
の
意
恩
が
不
明
瞭
な
場
合
に
は
渦
始
め
て
こ
れ
を
慣
脅
法
に
よ
つ
て
補
充
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
必
要
が
生
虜

る
。
そ
れ
故
に
、
仲
裁
に
關
す
る
慣
脅
法
の
内
容
を
確
定
す
る
ご
と
が
仲
裁
汝
判
を
實
施
す
る
上
に
必
要
で
あ
る
。
の
み
な
ら
す
、
一
方

に
語
い
て
、
仲
，
裁
女
剰
制
度
を
成
文
化
し
、
し
か
も
そ
の
成
交
化
し
た
仲
裁
制
度
に
多
数
國
を
参
加
せ
し
め
ん
と
す
る
場
合
に
は
、
慣
脅

化
せ
ら
れ
た
仲
裁
制
度
を
参
照
し
て
現
實
に
行
わ
れ
つ
つ
あ
る
仲
裁
制
度
の
長
を
採
り
短
を
捨
て
て
徒
ら
に
理
想
に
走
ら
な
い
ご
と
が
現

賞
性
を
も
つ
制
度
の
確
立
に
必
要
な
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
意
味
に
お
い
て
、
諸
國
家
問
の
實
行
に
お
い
て
慣
習
化
せ
ら
れ
た
仲
裁
制
度
を

確
め
る
こ
と
は
、
こ
の
制
度
の
研
究
上
是
非
と
も
必
要
な
こ
と
で
あ
る
。

簡
紛
撃
の
客
短

　
仲
裁
規
約
に
蓄
い
て
健
、
先
す
紛
争
の
客
麗
が
明
か
に
壱
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
紛
争
の
容
髄
が
明
瞭
で
な
け
れ
ば
、
仲
裁
に
よ
つ
て
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

れ
を
解
決
す
る
こ
と
に
事
實
上
不
能
だ
か
ら
で
み
る
。
當
事
懐
に
と
つ
て
い
か
塗
重
大
な
利
害
關
係
を
も
つ
紛
孚
で
あ
つ
て
喜
、
當
婁
・
國

の
合
意
に
よ
つ
て
、
そ
の
紛
争
を
仲
裁
に
附
し
得
る
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
仲
裁
々
制
は
法
を
適
用
し
て
事
件
を
判
断
す
る

と
こ
ろ
の
裁
判
で
あ
る
か
ら
、
紛
壌
の
客
麗
は
法
の
適
用
に
よ
つ
て
解
決
で
き
る
よ
づ
な
牲
質
の
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
い
い
か
え

瓢
ば
、
そ
の
紛
争
ぱ
法
的
性
質
の
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
し
か
る
に
、
紛
畢
の
中
に
は
法
を
適
罵
し
て
解
決
レ
得
な
い
よ
う
な
性
質



の
適
の
が
あ
る
。
政
治
的
紛
翁
乏
構
ば
れ
て
い
る
も
の
が
こ
れ
で
あ
る
。
こ
の
種
の
紛
争
は
、
軍
に
封
立
す
る
と
こ
ろ
の
利
釜
の
調
停
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ナ

雛　
　
な
の
で
あ
つ
て
、
一
法
の
適
用
に
よ
つ
て
解
決
に
導
き
得
な
い
よ
う
な
性
質
の
も
の
で
あ
る
。
從
つ
て
、
か
か
る
紛
争
は
仲
裁
々
判
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
乏
爲
し
得
な
い
。
何
と
な
れ
ば
、
そ
れ
は
法
に
關
す
る
周
題
と
い
い
得
な
い
か
ら
で
あ
る
。
更
に
こ
の
外
に
、
法
秩
序
に
關
す
る
紛

孚
廼
あ
づ
、
竃
も
、
仲
裁
か
ら
除
外
さ
れ
る
も
の
が
あ
る
。
そ
れ
は
國
家
の
名
春
及
び
重
大
な
利
釜
と
結
ば
れ
た
紛
孚
歪
あ
る
。
こ
れ
等
は

そ
の
國
Φ
存
立
と
將
來
に
關
す
る
も
の
で
あ
る
故
に
、
第
三
者
の
判
断
に
委
ね
る
に
適
し
な
い
と
の
理
由
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
印
ち
、

　
　
ち
　
　
　
　
　
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ

か
か
る
紛
畢
を
第
三
者
の
仲
裁
に
委
ね
る
こ
と
は
、
そ
の
仲
裁
者
に
國
家
の
蓮
命
を
委
ね
る
結
果
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
乏
の

よ
う
な
考
え
の
生
す
る
の
は
、
、
紛
雫
國
が
仲
裁
者
に
封
し
不
信
で
あ
る
こ
と
が
原
因
と
な
つ
て
い
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
仲
裁
者
の

制
断
が
公
李
に
し
て
か
り
合
理
的
で
あ
る
こ
と
を
信
頼
す
れ
ば
、
た
と
え
國
属
の
名
春
に
闘
し
、
或
い
は
國
家
の
重
大
な
利
害
に
關
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4
、

事
項
で
も
、
こ
れ
を
仲
裁
に
附
し
得
な
い
理
由
は
な
い
わ
け
で
あ
る
。
か
か
る
事
件
を
仲
裁
に
附
さ
す
し
て
、
當
事
國
の
實
力
的
な
解
決

纂
ね
霧
健
は
、
嚢
に
附
す
吉
L
禽
理
的
毒
決
窪
が
蚤
詫
る
で
勇
う
か
．
否
、
む
し
ろ
鋳
蕎
雰
優

と
な
つ
た
事
件
に
お
い
て
明
か
に
強
國
が
不
法
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
も
、
弱
國
は
彊
國
の
主
張
に
屈
服
を
籐
儀
な
く
せ
ら
れ
る
に
至
る

嚇
合
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
そ
の
結
果
、
國
民
の
名
巻
ま
風
家
の
重
大
利
釜
が
侵
害
せ
ら
れ
る
の
み
な
ら
す
、
國
家
の
存
立
が
脅
威
せ

ら
れ
、
或
い
は
滅
亡
せ
し
め
ら
れ
番
こ
と
す
ら
あ
る
。
そ
れ
故
に
、
・
こ
れ
ら
の
重
大
事
件
を
伶
裁
に
附
さ
な
顛
こ
と
は
、
結
局
仲
裁
者
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
亀

封
す
る
不
信
に
そ
の
理
由
を
求
め
ね
ば
な
ら
ぬ
。
，
こ
れ
等
の
事
件
を
仲
裁
よ
り
除
外
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
適
否
は
暫
く
措
き
、
實
際
菰

お
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
事
俘
は
仲
裁
に
適
し
な
い
も
の
と
し
て
伸
裁
六
判
よ
り
除
外
せ
ら
れ
て
い
る
。
從
つ
て
、
仲
裁
女
判
の
客
麗
と
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

リ
得
る
の
は
、
第
二
家
的
な
重
要
性
を
も
つ
紛
争
懸
あ
つ
て
」
レ
か
も
、
そ
の
粉
孚
は
法
的
性
質
を
も
つ
紛
争
に
局
限
せ
ら
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
疵
に
蓮
べ
た
よ
う
に
、
．
も
し
當
事
國
が
國
民
の
名
春
或
い
は
國
家
の
重
大
な
利
釜
に
關
す
る
紛
孚
で
も
、
仲
裁
に
附
す
こ
と

　
　
　
　
盤
義
々
鍔
溺
魔
の
糞
建
（
二
。
完
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
三
　
　
　
（
二
八
九
）



　
　
　
　
鍵
灘
噺
嶋
鷺
鹿
⑳
糞
篶
（
二
・
密
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
訟
鴎
　
　
　
（
二
九
〇
V

に
繕
意
咳
る
な
5
ぱ
、
仲
裁
陸
判
に
よ
つ
て
蘇
決
し
得
る
こ
と
は
勿
論
で
あ
つ
て
、
實
際
に
語
い
て
も
、
國
民
の
名
春
に
關
す
る
事
件
で

み
つ
て
伸
誠
に
よ
り
解
決
せ
ら
れ
た
例
ぱ
あ
る
。
例
え
ば
、
ア
ラ
バ
マ
號
事
件
、
イ
ギ
リ
ス
と
ノ
ラ
ジ
ル
問
の
フ
ォ
ル
ト
事
件
（
寄
琶
、

狗
佛
間
の
カ
サ
ソ
ラ
ン
カ
（
O
鮭
塑
昼
3
）
事
件
等
が
あ
る
。
一
般
の
傾
向
と
し
て
、
仲
裁
々
剰
に
附
さ
れ
る
事
件
の
範
園
は
吠
第
に
捜
大

さ
れ
つ
つ
み
，
る
。
そ
れ
故
に
、
國
家
の
重
大
な
る
利
害
に
關
す
る
事
件
も
、
次
第
に
仲
裁
に
附
さ
れ
る
ご
と
に
な
り
つ
つ
あ
る
こ
と
が
認

め
ら
れ
る
。

昌
　
仲
畿
者
の
選
任

　
當
事
國
は
紛
争
事
件
を
何
人
を
し
て
仲
裁
せ
し
め
る
か
を
決
せ
ね
ぱ
な
ら
ぬ
。
伸
裁
規
約
は
仲
裁
者
を
指
定
す
る
場
合
も
あ
る
が
噛
輩

　
　
　
　
　
こ
ノ

に
仲
裁
者
を
選
任
す
る
方
法
の
み
を
合
意
す
る
場
合
も
あ
る
。
十
九
世
絶
の
初
頭
ま
で
の
慣
脅
と
し
て
は
、
仲
裁
者
に
關
し
二
個
＠
制
度
ー

が
存
し
を
髪
馨
響
．
謬
匠
ア
メ
男
誕
源
奮
2
彦
の
渠
・
責
婁
簑
童
す
る
譲
霧
る
Q
そ
皇
は
一

古
く
か
ら
耳
ー
ロ
ッ
パ
で
行
わ
れ
た
と
こ
ろ
の
主
穰
者
を
仲
裁
者
と
ず
る
方
法
で
あ
る
。
こ
の
爾
者
に
は
そ
れ
ぞ
れ
得
失
が
あ
る
。
混
合

委
員
會
一
ぱ
當
事
國
か
ら
選
れ
売
と
こ
ろ
の
同
数
の
委
員
の
外
に
、
裁
”
判
長
と
な
る
べ
き
者
弧
選
任
せ
ら
れ
る
。
裁
判
長
は
最
初
は
當
事
國

の
一
方
か
ら
選
ば
れ
た
の
で
あ
渇
が
、
後
に
は
第
三
風
か
ら
選
任
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
つ
た
。
そ
し
て
そ
の
選
任
は
委
員
會
自
身
に
よ
つ

℃
行
わ
れ
る
の
彊
普
通
で
あ
る
。
委
員
會
で
慧
見
が
一
致
し
な
い
場
合
に
は
描
籔
或
い
は
第
三
者
に
よ
つ
て
選
ば
れ
る
。
第
三
奢
に
よ
る

選
任
⑳
方
法
ば
十
轟
世
祀
の
中
頃
か
ら
一
般
化
せ
ら
れ
る
傾
向
を
示
し
た
。
裁
判
長
が
委
員
に
よ
つ
て
選
任
せ
ら
れ
る
に
し
て
も
或
い
嫉

委
員
の
指
名
し
た
第
三
奢
に
よ
つ
て
選
任
せ
ら
れ
る
に
し
て
も
、
仲
裁
手
綾
の
最
初
か
ら
委
員
と
共
に
あ
る
α
で
な
く
、
後
に
参
加
す
る

も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
ゆ
で
あ
る
。
か
く
し
て
構
成
せ
ら
れ
た
委
員
會
は
、
紛
争
事
件
に
つ
い
て
大
い
に
議
論
を
戦
ぱ
せ
る
こ
と
、
、
か
つ

そ
の
議
論
は
專
門
的
な
性
質
の
む
の
で
夢
る
鮎
に
語
い
て
長
所
を
も
つ
て
い
る
が
、
し
か
し
，
一
方
に
お
い
て
は
、
大
き
な
短
所
が
あ
る
。



・
そ
れ
は
、
、
委
員
は
各
嘗
事
國
が
獅
立
し
て
直
接
に
任
命
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
し
て
、
そ
の
任
命
し
た
國
家
の
代
表
者
の
如
く
行
動
し
、

裁
制
官
亀
い
う
逮
か
電
、
む
し
ろ
辮
謬
士
と
な
る
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
あ
く
ま
で
嚴
正
に
、
法
的
晃
地
か
ら
與
え
ら
る
ぺ
き

剃
翫
が
．
，
稽
も
す
れ
ぱ
當
事
國
の
利
盆
の
愛
協
を
外
交
的
方
法
で
解
決
す
る
結
果
に
な
塾
易
い
。

　
　
弐
に
鴨
主
権
者
に
よ
る
仲
栽
々
判
は
、
國
家
の
元
首
の
な
す
裁
判
で
あ
ξ
が
故
に
、
實
際
上
判
決
の
た
め
に
必
要
な
調
査
を
爲
し
、
’
或

　
い
は
碑
究
を
途
げ
る
の
は
元
首
自
身
で
は
な
く
で
國
務
大
臣
そ
の
他
の
官
吏
で
あ
る
。
元
首
は
制
決
に
署
名
す
る
だ
け
で
あ
る
。
こ
り
方

法
に
よ
る
利
釜
は
、
手
絞
を
簡
易
化
し
、
裁
判
官
の
狗
立
を
完
全
に
傷
障
す
る
に
あ
る
。
レ
か
し
、
鉄
鮎
と
し
て
は
、
茜
首
は
し
ぱ
く

裁
判
官
た
る
能
力
を
飲
き
、
制
斯
を
誤
み
結
果
を
生
じ
易
い
。
仲
裁
者
は
、
決
ピ
て
自
己
が
國
家
の
元
首
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
は
し
な
い
。

彼
は
判
決
の
結
果
が
地
日
自
己
に
不
利
を
齎
す
よ
ヲ
な
刹
決
を
與
え
る
こ
と
ぱ
同
邊
せ
ん
と
す
る
。
の
み
な
ら
す
、
彼
は
自
國
の
圃
有
り

　
法
に
署
砂
自
己
の
特
殊
な
利
益
に
有
利
な
る
よ
う
な
判
決
を
與
え
よ
う
と
す
る
傾
向
の
あ
る
こ
と
は
否
め
な
い
。
に
れ
ら
の
理
由
に
よ

　
り
、
主
槽
者
の
仲
裁
☆
判
な
る
古
い
形
式
は
嚢
展
し
な
か
つ
た
。

　
　
上
述
の
二
個
の
制
度
は
そ
れ
ぞ
れ
飲
貼
を
も
つ
故
に
、
第
三
の
新
し
い
方
法
が
震
生
し
た
。
そ
れ
は
、
仲
裁
六
剰
所
を
構
成
す
る
こ
と

で
、
當
謙
に
よ
つ
喜
蓼
お
義
響
穽
に
ぞ
奪
暴
判
寡
叢
窪
吉
藝
の
翁
宴
辱
也
う
方
法
霧

　
る
。

　
　
從
來
の
仲
裁
事
件
に
ぎ
け
る
裁
射
官
選
任
の
方
法
を
學
げ
れ
ば
、
ア
ラ
バ
マ
號
事
件
ま
で
約
七
〇
の
仲
裁
事
件
で
、
四
〇
件
（
混
合
委

　
員
會
）
、
一
七
件
（
個
人
）
、
」
二
件
（
主
穫
者
）
、
一
件
（
仲
裁
六
判
所
）
。
衣
に
、
一
八
七
二
年
－
一
八
九
九
年
ま
で
約
八
六
件
の
仲
裁
事

　
件
中
で
、
三
五
件
（
混
合
委
員
會
）
、
三
〇
件
（
個
人
）
、
コ
ハ
件
（
主
檬
者
）
、
五
件
（
仲
裁
た
制
所
）
。
一
八
九
亮
年
ー
一
九
晶
四
年
ま

　
で
約
五
一
件
の
中
で
、
九
件
（
個
入
）
、
一
一
件
（
混
合
委
員
倉
）
、
九
件
（
主
構
者
）
、
二
二
件
（
裁
判
所
）
。
と
の
笈
例
で
明
か
な
よ
う

　
　
　
　
　
響
裁
々
舅
綱
礎
嚇
嚢
蓮
（
二
・
完
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
五
　
　
　
（
二
九
一
）
，



　
　
　
　
皿
蟹
概
々
剣
鯛
魔
、
3
嚢
建
つ
界
。
完
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
葦
六
　
　
　
（
二
九
二
）

に
漕
古
い
二
個
の
制
度
は
炎
第
に
そ
の
影
を
薄
め
、
新
し
い
方
法
で
あ
る
と
ヒ
ろ
の
仲
裁
々
判
溶
次
第
に
勢
力
を
得
つ
つ
あ
る
こ
と
が
窺

わ
れ
る
o

冒
讐
仲
藏
者
の
櫨
限

　
仲
裁
者
は
仲
裁
規
約
に
よ
つ
て
」
定
の
紛
孚
に
介
入
し
て
仲
裁
す
る
資
格
を
與
え
ら
れ
る
の
噸
あ
る
か
ら
、
仲
裁
者
の
も
つ
能
力
は
仲

裁
規
約
に
よ
つ
て
定
め
防
れ
る
。
仲
裁
規
約
に
よ
つ
て
仲
裁
者
に
與
え
た
能
力
の
範
園
を
越
え
で
仲
裁
者
が
行
動
し
た
場
合
、
殊
に
、
仲

　
　
　
ち
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
ド

裁
秀
霧
誘
饗
關
し
覇
決
糞
え
霧
合
に
は
、
そ
の
考
翁
漆
穰
翁
塗
し
て
舞
霧
る
．
仲
裁
規
懲
挿

裁
者
の
龍
力
に
つ
争
で
規
定
は
す
る
が
、
そ
ψ
能
力
の
内
容
に
つ
い
て
疑
問
の
生
じ
た
場
合
に
は
、
仲
裁
者
自
身
が
そ
の
内
容
を
決
定
し

　
　
　
　
　
　
　
　
｝

得
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
総
て
の
裁
剰
所
と
同
擦
に
、
仲
裁
者
は
自
ら
の
能
力
の
判
断
者
で
あ
る
べ
き
で
あ
る
。
し
か
．
し
、
こ
の
霜
に
つ
い

て
は
色
女
間
題
の
生
ウ
る
蝕
地
が
あ
蚤
伊
先
す
、
當
事
國
の
一
・
方
が
、
仲
裁
者
が
自
ら
の
能
力
．
の
内
容
に
つ
い
て
決
定
す
る
こ
と
に
反
封

す
る
場
合
も
あ
る
か
軌
で
ゐ
る
。
更
に
ま
た
」
仲
裁
者
が
自
ら
決
定
し
た
と
ζ
ろ
の
能
力
は
ぐ
僚
裁
規
約
の
解
繹
上
不
當
で
あ
る
と
當
事

國
の
輔
方
が
主
張
す
る
か
も
知
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
仲
裁
者
は
仲
裁
規
約
を
解
繹
し
て
、
一
そ
の
主
張
の
當
否
を
制
断
し
、
正

當
な
主
張
は
勿
論
是
認
し
た
出
で
、
、
自
己
の
穫
限
を
欝
ぢ
定
め
得
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
融
に
つ
い
て
は
現
在
で
は
疑
問
の

な
い
≧
と
で
あ
る
が
、
過
去
に
お
い
て
、
と
れ
に
反
す
る
實
例
が
な
い
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
十
八
世
紐
末
の
ゼ
イ
條
約
に
よ
る
委
員
會

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち

及
び
、
一
八
七
二
年
の
ア
ラ
バ
マ
號
事
件
に
語
い
て
、
イ
ギ
リ
ス
は
上
述
の
鮎
に
つ
き
異
る
主
張
を
な
し
た
。
部
ち
、
仲
裁
者
の
槽
限
に
つ

き
疑
問
の
生
じ
た
場
合
に
は
、
仲
裁
渚
肩
ら
自
己
の
樺
限
を
定
立
す
る
こ
と
は
得
な
い
の
で
あ
つ
て
、
伸
裁
者
は
當
事
殴
が
仲
裁
規
約
の

　
　
　
　
ノ
　
ダ

内
容
に
つ
農
合
意
を
途
げ
る
の
を
待
暖
ね
ば
な
ら
な
い
と
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
考
え
方
の
根
擦
と
な
る
の
は
、
伸
裁
者
綜
受
任
箸
（
静

婁鑑濫

）
と
解
す
る
の
で
あ
｝
る
。
そ
れ
故
に
、
受
任
者
は
委
任
の
範
園
を
逸
睨
し
て
行
動
す
る
こ
と
は
出
架
な
い
の
で
、
い
か
な
る
範



園
に
盈
垂
任
勢
れ
裟
を
暮
決
客
當
事
國
を
こ
盤
嬰
し
め
る
こ
姦
纂
遷
、
と
解
す
る
の
で
あ
る
．

　
こ
、
の
斑
論
は
り
實
際
に
論
い
て
探
用
せ
ら
π
な
か
つ
た
。
ゼ
イ
條
約
に
よ
る
一
七
九
七
年
の
委
員
會
は
多
数
を
も
つ
て
こ
れ
を
拒
否
レ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

た
。
ま
た
一
八
七
謝
年
に
評
ユ
ネ
ー
ヴ
で
開
が
れ
た
法
延
で
も
、
こ
の
主
張
は
同
糎
せ
ら
れ
た
。
そ
し
て
ま
た
、
多
く
の
他
の
事
件
の
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
軋

合
に
沸
も
、
結
局
こ
の
主
、
張
は
非
難
せ
ら
れ
た
。
こ
れ
は
充
分
理
由
の
あ
る
煮
と
で
あ
る
概
仲
裁
者
は
受
任
者
で
は
な
い
。
仲
裁
者
は
猫
文

し
た
寵
法
智
で
あ
り
、
そ
し
て
綿
て
⑳
司
法
官
の
如
く
、
訴
訟
の
裁
判
官
で
み
り
、
抗
辮
の
裁
判
官
で
あ
る
。
も
し
、
仲
裁
者
が
受
任
者
・

で
あ
る
占
す
れ
ぱ
、
そ
こ
に
は
二
個
の
當
事
者
が
あ
び
、
複
数
の
委
任
者
が
あ
る
．
の
で
、
そ
の
委
任
者
の
問
に
お
け
る
一
致
を
確
憲
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ラ

…
菌
讐
あ
る
の
窪
象
、
亘
婆
欝
を
暮
豪
ら
、
後
に
薯
て
そ
墾
慾
ゑ
墓
擢
、
規
約
の
馨
に
つ
い

て
相
系
國
と
反
封
意
見
を
蓮
べ
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
容
易
に
仲
裁
を
捷
否
す
る
結
果
を
生
ぜ
し
め
得
る
。

ー
右
の
よ
う
な
解
縄
ば
、
仲
裁
者
を
し
て
椹
利
を
濫
凋
せ
し
め
る
ま
う
な
可
能
性
が
あ
る
。
し
か
し
、
江
の
危
瞼
は
、
當
享
國
一
方
の
填

封
に
會
つ
て
忽
ち
裁
暫
が
停
止
し
て
し
ま
う
危
瞼
よ
り
は
ま
し
で
あ
る
。
こ
の
危
瞼
に
封
し
て
は
、
勿
論
救
濟
方
法
が
あ
る
。
憲
む
越
槽

的
な
解
羅
に
よ
つ
て
、
紛
孚
が
鍵
質
さ
せ
ら
れ
た
な
ら
ば
、
判
決
は
越
穫
に
よ
り
無
敷
と
な
り
、
敗
訴
し
た
當
事
者
は
、
判
決
を
履
行
す
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぞ

る
と
と
を
要
し
な
い
o
し
か
し
、
こ
9
場
合
に
・
判
測
が
越
穫
で
あ
る
か
否
か
を
断
定
す
る
の
ば
各
當
事
國
で
あ
る
と
す
審
な
ら
ば
、
自

國
に
不
利
な
制
決
に
封
し
て
は
、
そ
の
制
決
の
無
敷
を
主
張
す
る
根
擦
と
し
て
、
仲
裁
者
の
越
擢
を
學
げ
る
よ
う
な
危
瞼
が
絶
無
と
は
い

え
な
い
。
こ
れ
に
封
し
て
も
、
適
當
な
方
策
が
考
慮
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
勧

　
適
用
す
ぺ
き
法
1
ー
仲
裁
者
の
穫
限
が
確
定
せ
ら
れ
夫
な
ら
ば
、
仲
裁
者
は
法
並
び
に
當
事
國
に
よ
つ
て
決
定
せ
ら
れ
た
事
實
に
基
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

刺
決
を
奥
え
ね
ば
な
ら
ぬ
。
こ
の
場
合
に
、
仲
裁
規
紺
は
し
ば
し
ば
仲
裁
者
の
制
決
の
規
準
と
な
る
べ
き
も
の
が
法
規
で
あ
る
か
、
‘
衡
李

の
原
則
で
あ
る
瓶
、
或
い
は
こ
の
爾
者
で
あ
る
か
を
指
示
す
葛
。
ま
驚
或
場
合
に
は
、
仲
裁
の
規
準
と
し
て
特
殊
な
規
則
を
定
め
る
こ
と

　
　
　
　
鱒
巌
々
朔
駕
慶
の
衰
蓮
（
二
D
め
冗
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
七
　
　
　
（
二
九
竃
）



　
　
　
　
便
綴
々
粥
綱
魔
の
嚢
蓮
（
菖
．
完
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
へ
　
　
　
（
二
九
四
）

も
あ
る
。
ア
ラ
．
港
マ
號
事
件
に
偽
い
て
、
當
事
國
彊
所
謂
ワ
シ
ン
ト
ン
規
則
亡
稻
ば
れ
る
と
こ
ろ
の
三
個
の
有
名
な
中
立
に
欄
ゴ
蚤
規
則

を
定
め
、
と
れ
セ
仲
裁
裁
判
の
規
準
と
も
た
灘
き
は
こ
れ
で
あ
る
。
そ
の
後
一
八
九
七
年
に
イ
ギ
サ
ス
の
ギ
ヤ
ン
，
（
Ω
ξ
器
）
事
件
に
蓄

い
て
、
イ
ギ
リ
ス
と
ヴ
ェ
ネ
ズ
エ
ラ
が
遽
用
し
得
べ
き
規
則
と
し
て
、
取
得
時
数
み
完
成
期
間
を
五
〇
年
と
し
た
如
き
も
ζ
れ
に
島
す

る
o

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
ち

　
ま
た
或
陽
合
に
は
」
仲
裁
規
約
は
仲
裁
者
に
通
常
の
裁
判
富
よ
り
も
よ
り
廣
汎
な
櫨
限
を
與
え
る
こ
と
が
あ
る
。
帥
ち
、
規
約
は
仲
裁

着
に
和
解
的
な
仲
裁
人
と
し
て
裁
決
す
ぺ
き
穫
限
を
與
え
、
こ
れ
に
ょ
つ
で
、
仲
裁
者
が
営
事
國
の
一
方
或
い
は
他
方
の
要
求
に
充
分
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド
　
　
ヤ

理
由
忍
認
め
得
な
い
場
合
に
ぱ
、
當
事
者
の
各
自
に
部
分
的
な
正
當
性
を
與
鷹
み
と
こ
ろ
の
愛
協
的
（
和
解
的
）
解
決
を
探
用
せ
し
め
る
9

仲
裁
規
約
中
の
か
ム
る
條
項
は
仲
裁
裁
判
の
牲
質
を
失
わ
し
φ
て
、
調
停
た
ら
し
め
る
も
の
で
あ
り
、
仲
裁
砦
は
當
事
者
の
一
．
方
の
主
彊

を
全
薗
的
に
是
認
し
ず
他
方
の
要
求
を
斥
け
る
よ
の
も
、
好
ん
で
か
ム
る
方
法
を
採
る
傾
向
が
あ
る
と
し
て
罪
難
せ
ら
れ
る
。
こ
の
批
評

は
全
く
理
由
の
な
い
も
の
で
は
な
い
が
、
伸
裁
規
約
中
の
か
瓦
る
條
項
は
訴
訟
手
績
に
お
い
て
、
事
實
上
雫
う
べ
か
ら
ざ
る
利
釜
を
與
え

る
も
の
一
で
あ
る
。
即
ち
、
も
し
仲
裁
者
は
嚴
格
に
法
に
よ
つ
て
鋼
決
を
下
し
得
る
と
す
る
と
き
は
、
當
事
者
の
い
す
れ
を
合
法
と
も
認
め

　
　
　
　
　
　
　
　
オ

得
事
し
ヱ
徒
ら
に
訴
訟
を
永
引
か
す
慎
の
あ
る
場
合
に
、
一
刀
爾
断
的
に
紐
雫
を
解
決
し
得
る
こ
と
に
な
る
、
實
際
の
場
合
に
は
、
ζ
れ

ば
決
定
的
な
重
要
性
を
右
つ
も
の
で
あ
つ
て
、
か
集
る
和
解
的
仲
裁
人
と
し
て
の
條
項
は
一
八
六
九
年
に
イ
ギ
リ
ス
、
ボ
ル
ト
ガ
ル
間
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド

紛
争
に
お
い
て
始
り
、
充
分
そ
の
数
果
を
嚢
揮
し
た
。
’
殊
に
、
領
域
的
紛
争
の
場
合
に
顯
著
な
数
果
を
現
す
も
の
で
あ
る
。
か
』
る
條
項

は
十
九
世
紀
の
絡
り
及
び
二
十
惟
紀
の
始
め
の
仲
裁
規
約
中
に
し
ば
し
ば
そ
の
例
を
見
幽
す
こ
と
都
鐵
來
ξ
。

　
も
と
よ
り
、
ご
の
條
項
の
あ
る
場
合
に
壽
い
て
も
、
仲
裁
者
は
法
に
基
き
瓢
決
づ
る
こ
と
泰
第
一
に
要
求
せ
ら
れ
る
の
で
あ
つ
て
、
事

情
が
そ
れ
を
許
さ
な
い
場
合
に
壽
い
て
の
み
、
仲
裁
者
は
補
助
的
に
こ
の
條
項
に
よ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、
仲
裁
者
は
こ
の
鎌
項
に



よ
ち
な
け
れ
ば
義
務
を
實
行
し
得
潅
い
こ
と
を
詮
明
せ
ね
ぱ
な
ら
ぬ
。
判
決
中
に
そ
の
必
要
の
あ
つ
た
こ
と
夜
つ
き
誰
擦
が
與
え
ら
れ
ね

ぱ
な
ら
ぬ
。
も
し
、
そ
う
で
な
い
場
合
は
、
嚴
格
な
意
味
に
お
い
て
は
、
越
櫨
の
判
決
と
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
4

　
仲
裁
規
約
は
仲
裁
者
に
更
に
廣
汎
な
椹
限
を
與
え
巻
場
合
が
あ
る
。
、
即
ち
、
仲
裁
者
に
現
存
す
る
紛
雫
の
解
決
椹
を
興
え
る
の
み
な
ら

す
、
將
來
の
紛
孚
、
當
事
國
の
將
來
の
利
釜
の
規
律
を
も
な
さ
し
め
る
茸
と
が
あ
る
刃
一
八
九
三
年
の
べ
ー
リ
ン
グ
海
の
漁
業
槽
寧
件
、

一
九
〇
一
．
年
の
ギ
リ
シ
ヤ
内
ト
ル
コ
間
の
偵
事
事
件
、
一
九
一
〇
年
の
大
西
洋
漁
業
棲
事
件
の
如
ぎ
は
こ
れ
で
あ
る
。

　
ζ
の
よ
う
な
和
解
條
項
及
ぴ
利
盆
規
律
條
項
に
よ
つ
て
、
仲
裁
者
の
役
創
は
漸
次
に
擾
大
せ
ら
れ
こ
の
穂
限
の
援
大
ぱ
、
一
見
L
た
と

こ
ろ
純
粋
な
裁
判
の
観
盒
と
反
す
る
よ
う
で
あ
る
ボ
、
し
か
ル
、
こ
れ
は
事
賛
上
わ
れ
わ
れ
の
懐
い
て
い
る
司
法
め
観
念
と
合
致
す
る
の

で
み
る
。
國
内
裁
判
所
に
壽
い
て
も
、
ヒ
れ
と
同
様
な
こ
と
が
行
わ
れ
に
い
届
。

’
仲
裁
者
の
ご
の
よ
う
な
廣
汎
な
槽
限
は
仲
裁
規
約
に
規
定
の
か
る
結
果
で
あ
つ
て
、
も
し
、
そ
の
よ
う
な
規
定
の
な
い
場
合
に
は
、
仲

裁
者
の
役
割
は
裁
判
官
と
し
て
の
役
割
に
限
定
せ
ち
れ
る
。
仲
裁
者
は
國
際
法
に
塞
い
て
の
み
制
決
し
得
る
に
過
ぎ
な
い
。
帥
ち
、
仲
裁

者
は
當
事
國
の
間
に
存
す
る
條
約
、
擾
脅
法
、
も
し
こ
れ
等
が
存
し
な
恥
場
合
に
は
、
法
の
一
般
原
則
に
よ
り
て
裁
判
し
得
る
忙
過
ぎ
な

い
ー
」
部
の
阜
者
の
主
張
す
る
よ
う
に
、
當
然
に
正
義
・
衡
寧
に
基
き
裁
鋼
し
得
る
も
の
で
は
な
い
。
當
事
國
は
衡
李
に
よ
り
裁
判
す
べ

き
こ
と
を
仲
裁
規
約
中
に
定
め
る
と
き
は
、
、
衡
李
に
基
き
判
断
し
得
る
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
が
、
こ
の
場
合
に
は
、
衡
亭
に
基
き
裁
判
し

た
旨
が
明
示
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
ポ
リ
テ
ィ
ス
は
仲
裁
規
約
中
に
正
義
・
衡
李
に
基
き
仲
裁
者
が
裁
判
し
得
る
こ
と
の
規
定
の
な
い
場
合

に
ば
、
法
の
歓
陪
を
補
う
場
合
に
お
い
て
の
み
正
義
及
び
衡
李
の
一
般
原
則
に
よ
り
裁
剰
し
得
る
（
謹
一
九
）
と
い
う
が
、
常
設
司
法
裁
判

所
規
程
第
三
八
條
に
も
規
定
す
る
悪
塾
正
義
及
ぴ
衡
午
は
、
當
事
國
が
こ
れ
を
裁
到
の
規
準
と
む
て
認
め
た
場
合
に
お
い
て
の
み
適
用
し

得
る
の
で
あ
つ
て
、
法
の
鋏
階
を
補
う
意
味
に
語
い
て
當
然
に
こ
れ
に
よ
り
裁
判
し
再
る
も
の
で
は
な
い
と
考
え
る
。
況
し
て
、
仲
裁
に

　
　
　
　
弾
裁
飛
鍔
弱
魔
の
糞
蓬
（
二
・
完
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
九
　
　
（
二
九
義
）



　
　
　
　
脇
義
4
剣
獅
嚢
砂
鱗
蓮
（
二
．
兜
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
〇
　
　
（
二
九
六
）

む
“
て
は
顛
、
後
に
逸
ぺ
る
よ
ラ
に
、
裁
判
の
規
準
を
見
幽
し
得
な
い
場
合
に
は
、
仲
裁
者
は
事
件
の
解
決
を
拒
否
し
得
る
の
で
あ
る
か
ら
，

法
φ
飲
隔
を
補
う
べ
劉
何
等
か
の
規
準
を
必
要
と
す
る
も
の
で
は
癒
い
。
從
つ
て
、
こ
の
設
に
は
賛
し
縄
な
い
。

　
法
の
適
用
に
賞
ρ
て
は
、
・
仲
裁
瀞
は
學
論
或
い
は
特
定
國
の
解
繹
に
基
き
制
断
す
ぺ
き
で
は
な
い
、
一
般
に
承
認
せ
ら
れ
之
る
観
念
或

W
は
當
事
者
に
共
通
な
概
念
に
よ
る
べ
き
で
あ
る
。
も
し
仲
裁
者
が
そ
の
よ
う
に
爲
さ
な
い
と
き
は
、
仲
裁
者
は
當
事
國
に
封
し
、
そ
の

一
　
　
　
　
y
’

國
家
が
自
ら
承
認
し
な
い
、
法
規
を
適
用
す
る
と
い
う
不
合
理
を
招
ぐ
結
果
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。

、
紛
孚
が
嚢
生
し
た
と
き
と
、
仲
裁
者
が
そ
の
事
件
を
審
理
す
る
と
き
と
の
筒
に
法
の
攣
遷
が
あ
つ
た
場
合
に
は
、
仲
裁
者
は
紛
箏
稜
生

富
時
に
行
わ
れ
で
い
る
淡
に
よ
り
審
判
す
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
、
仲
裁
規
約
中
に
こ
れ
と
異
る
規
定
を
爲
す
場
合
は
こ
の
限
り
で
は
な

い
、
。
噛

　
（
註
一
九
）
鰻
リ
テ
ィ
恩
蘭
揚
、
八
三
頁
。

　
　
　
　
ロ
め
　
　
　
　
ヤ

　
裁
刺
σ
拒
否
ー
國
杓
裁
判
所
に
語
“
て
は
、
裁
判
の
規
準
と
な
る
ぺ
き
法
の
不
存
在
を
理
由
と
し
て
裁
判
を
麺
否
し
得
な
い
こ
と
は

各
國
の
一
般
的
に
認
め
る
原
則
で
あ
る
が
、
仲
裁
裁
判
に
お
い
て
は
、
こ
の
原
則
は
認
め
ら
れ
な
い
。
仲
裁
者
は
紛
雫
國
か
ら
特
定
の
事

件
の
裁
剰
を
委
ね
ら
れ
た
と
き
は
、
．
仲
裁
者
は
仲
裁
規
約
を
實
施
す
る
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
彼
に
與
え
ら
れ
た
事
實
或
い
は
法
が
判

決
を
下
す
に
充
分
で
な
い
場
合
に
は
、
彼
は
そ
の
裁
判
を
拒
否
し
得
る
、
い
な
苑
否
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
實
行
に
お
い
て
、
こ
の
貼
は
確

立
せ
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
こ
之
は
仲
裁
規
約
中
に
も
承
認
せ
ら
れ
て
い
る
場
合
が
あ
る
。
こ
れ
に
封
し
、
仲
裁
裁
判
官
に
通
常
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や

の
裁
判
官
と
同
檬
な
義
務
を
認
め
る
襲
読
参
あ
る
が
（
註
二
〇
）
、
こ
れ
は
仲
裁
裁
判
官
と
國
内
の
裁
判
官
乏
を
混
同
す
る
竜
の
で
あ
る
“

國
内
裁
興
所
乏
仲
裁
裁
剰
所
と
は
そ
の
本
質
を
異
に
す
る
も
の
で
あ
つ
て
、
一
方
は
義
務
に
基
く
も
の
で
あ
り
、
他
方
は
任
意
的
な
も
の

で
あ
お
。
一
方
は
永
綾
的
な
裁
制
官
を
も
ち
、
他
方
は
臨
時
的
な
裁
判
官
で
あ
る
。
一
方
は
訴
訟
人
よ
夢
も
優
越
す
る
一
般
的
な
法
に
從



い
、
他
方
嫁
特
殊
な
條
約
に
從
う
の
で
あ
る
。
仲
裁
女
判
を
國
内
裁
判
の
如
く
す
る
こ
と
は
、
好
ま
し
か
ら
ざ
る
結
果
を
盈
ウ
る
こ
と
κ

奮
，
鯉
、
墓
票
雲
覆
塁
た
獲
蝿
園
蓬
撃
、
履
行
せ
ら
隼
し
懐
馨
詫
る
よ
差
、
無
穫
翁
婆

下
す
危
瞼
が
あ
る
。
仲
裁
規
約
⑳
範
園
内
で
は
判
決
を
與
え
る
し
と
が
不
能
な
こ
と
が
誰
明
せ
ら
れ
た
と
き
は
、
和
解
者
と
し
て
、
衡
挙

　
ド
も

に
墓
き
判
決
す
る
梅
限
を
與
え
る
か
否
か
を
當
事
國
に
一
任
す
る
こ
と
が
賢
明
で
あ
る
。

　
（
識
二
〇
）
　
一
八
七
五
年
八
”
二
八
旺
．
に
萬
國
國
際
法
學
禽
で
探
擢
し
た
「
國
際
仲
裁
々
鋼
手
続
規
則
案
」
第
一
九
條
第
一
項
は
「
仲
裁
々
剃
肝
は
、

　
　
　
　
　
事
賀
或
い
は
適
用
す
べ
き
法
の
原
則
が
．
充
分
明
瞭
な
ら
ず
と
の
ロ
實
の
下
に
剣
決
を
拒
否
し
得
ず
」
と
規
定
す
る
〇

四
争
績

　
仲
裁
裁
制
の
訴
訟
手
綾
が
仲
裁
規
約
中
に
規
定
さ
れ
る
こ
と
は
極
め
て
稀
で
あ
る
。
も
し
、
そ
れ
が
規
定
さ
れ
る
と
き
で
も
」
或
一
般

的
な
親
則
を
定
め
る
に
止
る
。
最
も
し
ば
し
ば
行
わ
れ
る
方
法
は
、
訴
訟
手
綾
は
明
示
的
或
い
は
獣
示
的
に
伸
裁
者
自
身
に
委
ね
る
こ
と

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
性
質
の
條
項
は
、
特
に
混
命
委
員
會
を
構
成
す
る
場
合
に
お
い
て
多
い
。
こ
の
條
項
は
混
合
委
員
會
が
訴
訟
手
績

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

を
規
律
す
る
規
則
を
作
成
す
る
こ
と
を
渤
告
す
る
の
で
あ
る
。
、
十
九
世
紀
の
中
頃
ま
で
は
こ
の
よ
う
な
規
則
は
甚
だ
簡
軍
な
亀
の
で
み
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
　
　
ヤ

た
が
、
そ
の
後
に
お
い
て
よ
り
詳
細
な
規
定
が
爲
さ
れ
る
よ
う
に
な
つ
た
。
後
か
ら
起
つ
た
事
件
が
、
前
の
事
件
の
場
合
を
模
倣
す
る
こ

と
に
よ
り
で
、
、
次
第
に
一
つ
の
類
型
を
邉
ム
に
至
つ
た
o

　
争
綾
は
書
面
を
も
つ
て
す
る
を
原
則
と
す
る
。
一
般
に
発
書
、
そ
の
莞
書
に
反
封
す
る
畳
書
、
最
後
的
竜
読
明
書
切
交
換
等
が
そ
れ
で

あ
る
。
各
種
の
文
書
の
提
毘
は
、
原
則
と
↓
ス
同
時
に
行
わ
れ
る
の
で
蓮
績
的
で
あ
る
こ
と
は
稀
で
あ
る
。

　
ロ
頭
辮
論
が
行
わ
れ
る
こ
と
は
例
外
的
で
あ
つ
て
、
－
決
し
て
義
務
的
に
ロ
頭
藩
論
を
課
せ
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
。
當
事
者
或
い
は
仲
裁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

者
の
要
求
に
從
つ
て
任
意
的
な
も
の
で
あ
る
、

　
　
　
　
鐸
義
々
剰
嘱
魔
の
嚢
篭
ハ
ニ
・
完
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
一
　
　
雪
九
雪
）



　
　
　
　
俸
藏
々
蝿
傷
魔
の
嚢
蓬
λ
二
・
ゆ
霜
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
二
　
　
　
い
濫
九
八
）

　
鐙
人
の
訊
問
を
行
う
之
と
も
矢
張
り
稀
で
あ
る
。
混
合
委
員
會
の
場
合
に
こ
の
問
題
が
起
る
に
過
ぎ
な
い
。

　
仲
貌
規
約
中
に
正
式
の
條
項
が
存
在
す
る
場
合
の
外
は
、
峡
庸
手
綬
と
い
う
こ
と
は
な
い
。
こ
れ
は
仲
裁
凌
判
が
任
意
的
な
も
の
で
毒

る
ご
と
⑳
結
果
で
あ
る
。
．
一
方
の
主
張
に
封
し
て
、
他
方
が
抗
辮
を
提
幽
し
な
い
前
に
下
し
た
判
決
は
無
敷
で
あ
る
。
勿
論
、
仲
裁
汝
剃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〆

に
周
意
し
た
政
府
が
、
そ
の
訴
訟
手
績
に
盤
力
七
な
い
場
合
は
、
自
己
の
結
ん
擬
約
束
を
侵
犯
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
ζ
の
仲
裁

規
碧
髪
畠
葎
馨
翁
霧
峯
零
の
で
ゑ
．
判
決
婆
蒼
駅
巻
置
、
當
茜
の
合
誉
ち
て
、
籍
國
の

一
方
が
柑
手
の
主
張
に
封
し
て
自
己
を
防
禦
し
な
い
場
合
に
も
、
判
決
を
與
え
得
る
穰
限
を
仲
裁
者
に
認
め
る
ご
と
を
要
す
る
。
十
九
世

紀
の
中
葉
に
お
い
て
ぱ
、
こ
の
種
の
條
項
が
伸
裁
規
約
中
に
挿
入
せ
ら
れ
た
實
例
が
あ
る
。
こ
の
礫
項
は
重
要
な
意
義
を
も
つ
も
の
で
あ

る
。
．
何
と
な
れ
ば
、
こ
れ
が
自
己
の
自
由
意
恩
に
よ
つ
て
爲
し
た
訴
訟
事
件
は
障
碍
な
く
進
行
せ
し
め
る
義
務
を
認
め
る
第
一
歩
だ
か
ら

　
　
ゆ

で
あ
る
。
7
こ
れ
が
し
憾
し
ば
繰
返
さ
れ
昼
と
き
は
、
こ
の
條
項
は
省
略
さ
れ
る
に
至
夢
、
仲
裁
規
約
中
に
示
さ
れ
た
合
意
は
、
憩
て
の
場

合
に
お
い
て
、
當
事
國
が
訴
訟
の
目
的
に
到
逡
す
る
同
意
を
含
む
も
の
と
解
せ
ら
れ
る
に
至
る
か
ら
で
あ
る
。

凱
’
醐
決

　
仲
裁
λ
判
の
判
決
の
形
式
及
び
数
力
に
關
し
て
も
慣
脅
に
よ
◎
て
成
立
し
て
い
る
法
規
が
あ
る
。

　
形
式
は
↓
だ
争
し
だ
い
に
國
内
裁
判
斯
の
剰
決
の
よ
う
な
形
式
に
蓬
み
つ
つ
あ
る
。
義
務
的
で
は
な
い
と
し
て
も
、
慣
脅
は
剣
決
に
理

由
を
衛
す
こ
と
に
し
た
。
ア
ン
グ
ロ
・
サ
ク
ソ
ン
の
混
合
委
員
會
の
影
響
に
よ
つ
て
、
委
貴
は
彼
等
の
本
國
の
脅
慣
に
よ
り
、
彼
等
の
意

見
の
塞
礎
と
な
る
と
こ
み
の
理
由
を
偶
別
的
に
蓮
べ
る
こ
と
に
な
つ
た
。
し
か
し
、
主
穫
者
の
剰
決
は
こ
れ
に
反
し
て
い
る
。
主
櫨
者
達

が
理
由
を
附
さ
な
い
こ
と
、
或
い
は
理
由
が
不
充
分
で
あ
お
ζ
と
は
、
軍
に
そ
の
償
脅
解
な
い
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
は
一
つ
の
必

要
な
る
形
式
な
の
で
あ
る
。
理
由
に
言
及
す
る
こ
と
は
、
そ
の
議
諭
の
正
営
性
を
承
認
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
信
じ
な
い
者
の
側
か
ら
、
反
駁



せ
し
め
る
こ
と
に
な
φ
、
終
局
的
な
論
争
は
最
絡
か
つ
最
高
の
性
質
を
も
つ
決
定
と
は
相
容
れ
な
い
と
考
え
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
一
つ

の
口
寳
に
過
ぎ
盗
。
賓
踏
に
お
い
て
は
、
主
槽
者
は
自
己
め
判
決
が
批
剰
せ
ら
れ
る
と
と
を
嬉
ま
な
い
の
で
あ
る
。
主
権
者
は
し
ば
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ポ
ド
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

ば
自
國
の
利
盆
或
い
は
國
際
漁
に
關
す
る
自
己
固
有
の
概
念
に
影
響
さ
れ
る
故
に
、
彼
の
與
え
た
制
決
の
理
由
を
白
圓
の
下
に
曝
さ
な
い

よ
う
に
愼
葱
を
期
す
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
む
し
ろ
理
由
は
秘
密
に
せ
ん
と
す
る
。

し
奮
v
嚢
禽
が
．
看
の
司
嚢
鐸
薯
誉
ぱ
、
．
禦
欝
象
芝
良
、
仰
葵
響
婁
奪
勇
ざ
婁
幾

國
國
際
法
康
會
の
門
國
際
仲
裁
々
判
所
手
績
規
則
案
」
第
二
三
條
に
も
規
定
せ
ら
れ
て
い
る
。
理
由
を
明
示
す
る
こ
声
は
多
く
¢
顯
に
お
い

て
利
釜
が
あ
る
。
第
｝
に
仲
裁
者
が
こ
の
爲
に
わ
b
注
意
深
く
な
る
し
・
わ
か
慣
重
に
な
る
し
v
法
に
封
し
お
い
奪
敬
を
梯
う
こ
と
に
な

る
。
第
二
に
、
勃
決
の
債
値
を
評
債
す
る
こ
と
が
幽
來
、
悪
意
の
反
封
者
を
斥
け
、
か
つ
法
の
嚢
達
に
貢
献
し
得
る
。
し
か
レ
、
．
理
由
の

　
　
　
　
ノ

明
示
と
い
う
ヒ
と
＠
、
仲
裁
々
判
の
慣
脅
法
と
し
て
は
未
だ
仲
裁
者
の
法
的
義
務
と
い
う
こ
と
に
は
な
つ
て
い
な
い
。
■
輩
に
道
徳
的
性
質

を
も
つ
に
過
ぎ
な
い
。
そ
れ
故
に
、
理
由
を
明
示
し
な
い
掛
合
に
誇
い
て
も
、
判
決
が
無
数
の
理
由
に
は
な
ら
な
い
。
か
か
る
判
決
は
非

難
さ
る
べ
き
で
あ
り
、
か
つ
判
決
の
信
用
を
滅
殺
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
形
式
に
關
す
る
第
二
の
規
則
は
、
各
仲
裁
者
の
署
名
で
あ
る
。
も
し
、
判
決
が
多
数
映
で
爲
ざ
れ
た
場
合
に
は
、
そ
の
判
決
に
不
同
意

の
仲
裁
者
は
署
名
を
拒
絶
し
得
る
。
こ
の
こ
と
は
ア
ラ
パ
マ
號
事
件
に
お
い
て
行
わ
れ
た
。
更
に
ま
た
、
判
決
に
不
賛
成
の
少
数
仲
裁
者

は
、
後
に
は
、
そ
の
不
同
意
の
理
由
を
明
示
す
る
櫨
利
が
與
え
ら
れ
る
に
至
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

　
剰
決
め
数
果
は
確
定
的
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
強
罰
的
執
行
力
を
持
た
な
い
。
刺
決
は
先
す
當
事
者
江
は
義
務
的
で
あ
る
が
、
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ

の
義
務
的
で
あ
る
と
い
う
の
は
、
仲
裁
規
約
の
限
界
内
に
語
い
て
そ
う
で
あ
お
の
で
あ
る
。
仲
裁
み
判
に
委
ね
る
に
當
り
て
、
営
事
瞬
ぱ

判
決
に
服
す
る
こ
と
を
・
約
す
る
。
剰
決
の
義
務
的
性
質
は
こ
の
嘗
事
國
の
合
意
に
ょ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、
も
し
仲
裁
規
約
中
に
こ

　
　
　
　
嚢
幽
鴛
塞
嚢
孚
完
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
塁
　
（
二
弐
）



　
　
　
　
碑
縦
濠
舅
鷺
藤
φ
瞬
蓬
（
嵩
・
兜
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
四
　
　
　
（
三
〇
〇
）

み
規
定
が
汝
け
れ
ば
、
判
決
は
義
務
的
で
は
な
い
。
も
し
、
ー
伸
裁
者
輝
そ
の
樽
限
を
越
え
た
判
決
を
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
特
決
は
拘
束

力
を
も
た
な
い
。
何
と
な
れ
ば
南
そ
れ
は
當
事
國
の
合
意
の
限
界
外
の
行
爲
だ
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
制
決
が
有
敷
で
あ
る
條
件
と
し

暑
茜
襲
ぞ
勇
鍵
蛮
馨
ら
砦
こ
と
纂
し
在
．
從
つ
て
、
勧
勝
承
認
と
ぢ
こ
と
集
馨
薯
．

　
噛
し
、
．
斜
決
を
解
程
す
る
必
要
の
あ
る
場
合
に
は
、
當
事
属
の
合
意
に
よ
つ
て
の
み
仲
裁
者
は
解
糧
の
擢
限
を
與
え
ら
れ
る
の
博
あ
つ

て
、
當
事
國
δ
一
方
だ
け
の
申
断
に
ょ
つ
た
砂
或
い
は
仲
裁
者
ひ
職
穫
と
し
て
解
繹
の
穫
限
を
も
つ
の
で
は
な
い
。
爾
當
事
國
が
共
に
申

出
で
た
場
合
で
な
け
れ
ば
、
仲
裁
者
は
そ
れ
を
拒
絶
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
．
賛
例
と
し
て
嫁
，
ポ
ル
テ
ン
デ
ィ
ッ
ク
（
想
黛
ぎ
鼠
凶
爵
）
事
件
に
灘

い
て
、
襲
國
政
府
は
プ
翼
シ
ヤ
王
に
判
決
の
慧
味
を
確
定
せ
ん
こ
と
を
求
め
た
と
き
、
プ
撰
シ
ヤ
王
は
公
的
解
輝
を
興
え
る
こ
と
を
撞
絶

し
、
彼
は
軍
に
公
的
慧
見
を
蓮
べ
た
に
過
ぎ
な
か
つ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

　
判
決
の
義
務
的
性
質
は
醗
判
事
實
に
封
し
て
は
當
宴
國
に
敷
果
を
及
ぼ
さ
な
い
。
ま
た
、
刹
決
は
第
三
國
の
槽
利
を
侵
害
す
る
も
の
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
ヨ
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

あ
つ
t
は
な
ら
な
恥
。
第
三
國
の
槽
利
尊
重
は
當
然
の
こ
と
で
あ
つ
て
、
こ
の
こ
と
は
、
判
決
中
に
明
示
せ
ら
栖
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
’

る
。
英
國
と
ヴ
ェ
ネ
ズ
エ
ラ
國
の
ギ
ア
ナ
事
件
に
涛
い
て
、
仲
裁
者
ば
紛
孚
地
域
に
お
け
る
グ
ラ
夢
ル
の
擢
利
を
留
保
し
て
い
る
。

　
次
に
判
決
ほ
確
定
的
な
決
定
で
あ
乃
。
こ
れ
を
修
正
せ
ん
が
た
め
に
は
、
當
專
國
の
新
た
な
合
意
が
必
要
で
あ
る
。
當
事
國
が
こ
の
鮎

に
つ
呈
撃
餐
喉
、
雀
が
外
欝
窪
冴
詫
盈
或
逡
簗
葎
葵
判
の
窪
㌢
る
．
オ
リ
ノ
義
馨
駄

事
件
の
動
き
ね
、
當
事
國
の
合
意
に
よ
り
綱
典
が
修
正
せ
ら
れ
た
例
で
あ
る
画
こ
れ
に
反
し
、
一
八
六
六
葬
の
英
．
米
間
の
べ
ー
リ
ン
グ

海
漁
業
事
件
に
お
、
い
七
ば
、
ア
メ
ヅ
カ
は
剰
決
の
修
正
を
申
溝
た
が
、
矛
ギ
リ
ズ
は
こ
れ
を
拒
絶
し
、
そ
こ
で
ア
メ
リ
カ
は
忠
實
に
刺
決
‘

を
履
行
し
た
。

　
し
か
し
、
莉
決
の
履
行
は
、
本
質
的
に
は
任
意
的
な
も
の
で
あ
つ
て
、
そ
れ
は
義
務
國
の
誠
實
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
セ
と
は
、
↑
般
の



國
際
法
上
の
義
務
と
同
檬
で
み
る
。

翼
の
履
塞
軽
、
禦
の
舞
鐘
聖
す
る
蓼
娠
ら
砦
．
禦
の
舞
綜
窺
約
毒
合
法
で
あ
窪
豪
・
、
或
い

は
仲
裁
者
が
越
槽
め
剰
決
を
爲
し
た
場
合
で
あ
る
。
仲
裁
規
約
の
非
合
法
と
は
、
・
仲
裁
規
約
が
規
約
締
結
の
能
力
の
な
い
者
に
よ
つ
て
締

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ

結
せ
ら
れ
域
い
簿
茜
霧
篠
婆
競
し
て
締
結
せ
ら
発
馨
筆
あ
る
婦
馨
の
慧
毬
汝
の
場
合
に
お
い
て
起
り

　
　
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

得
る
が
、
例
え
ぱ
、
鳶
の
誤
発
鱗
腹
2
翼
髪
豪
．
等
が
こ
れ
で
あ
る
．
喫
、
仲
裁
者
が
規
約
に
婁
れ
な
い
幾
い

は
既
鋼
の
事
實
に
つ
い
て
審
理
し
、
ま
た
は
賠
償
額
を
決
定
づ
る
穫
限
し
か
與
え
ら
れ
て
い
な
い
の
悔
責
任
に
關
す
る
原
則
を
定
立
ず
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ

場
合
の
如
き
は
越
槽
の
判
決
で
あ
る
。
更
に
ま
た
》
仲
裁
規
約
中
の
彊
行
規
定
を
無
覗
し
た
り
、
判
決
を
し
な
い
で
和
解
し
た
砂
す
る
等

も
越
槽
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
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む

　
仲
裁
者
の
越
構
を
理
由
と
し
て
裁
瓢
の
履
行
を
拒
否
す
る
こ
と
が
合
法
で
あ
る
た
め
に
は
、
そ
の
越
槽
な
る
こ
と
が
確
實
で
あ
り
、
議

（
論
の
絵
地
の
な
い
宙
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
越
槽
で
あ
畜
こ
と
が
明
由
で
な
い
場
合
に
は
、
越
穫
を
主
張
せ
ん
と
す
る
當
事
國
は
、

　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
　
　
も

柑
手
方
と
友
好
的
な
協
定
を
途
げ
る
か
或
い
は
新
た
な
仲
裁
タ
判
の
谷
意
を
す
る
伽
以
外
に
道
は
な
い
。
オ
リ
必
コ
汽
般
會
融
事
件
に
お

　
　
　
　
〆

惨
、
ア
メ
男
夢
・
委
姜
あ
閣
お
窪
藻
ら
墾
．
帥
ち
、
こ
の
葎
は
天
茜
簿
覇
の
裳
義
欝
さ

れ
、
こ
の
事
件
は
更
に
一
九
一
〇
年
に
ハ
ー
グ
の
常
設
國
際
仲
裁
溜
判
所
で
審
理
さ
れ
た
（
註
二
一
）

　
　
　
じ

　
　
・
（
註
二
一
）
　
　
翁
リ
テ
ィ
ス
、
”
前
掲
、
　
八
七
ー
九
二
頁
、
参
照
、

　
以
上
に
お
い
て
、
仲
裁
々
制
κ
關
す
る
慣
脅
法
め
ア
ウ
ト
・
ラ
イ
ン
を
記
蓮
し
た
の
で
あ
る
が
、
も
と
よ
塾
、
こ
れ
は
永
い
歴
史
的
嚢

農
の
結
果
で
あ
る
。
こ
の
償
脅
法
は
奔
將
來
の
新
慣
脅
に
よ
つ
て
修
正
管
ら
れ
る
か
も
知
れ
な
い
こ
と
せ
、
潰
脅
法
の
性
質
上
當
然
の
こ

と
ゼ
あ
る
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
こ
れ
ら
の
慣
習
法
は
未
だ
改
鍵
せ
ら
れ
る
轟
は
認
め
ら
れ
准
い
。
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三
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一
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蝕
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魯
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剣
雛
鷺
心
犀
砂
愛
，
櫨
”
、
（
二
忠
晃
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）

』
巖
羅
孚
が
箕
力
に
よ
ぞ
解
決
せ
ら
れ
ね
ぱ
な
ら
な
い
限
り
・
躍
際
正
義
婁
現
は
不
可
能
で
あ
る
よ
つ
て
5
。
實
力
的
解
訣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な

の
裏
に
伝
、
紛
孚
國
の
一
方
ま
た
は
双
方
の
野
望
、
利
己
心
、
國
際
槻
關
え
の
不
信
等
解
含
ま
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
几
ゆ
る
紛
争
の

挙
和
的
解
決
の
時
代
に
果
し
て
い
つ
來
る
か
。
こ
れ
に
は
少
く
と
も
、
現
在
の
國
際
肚
會
が
更
に
大
き
な
激
動
を
経
験
し
て
大
腕
皮
を
行

わ
ね
ば
な
ら
な
い
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
　
（
完
）


